
業

報

舎孝港経季大関帝都京

支
那
に
主デ

け
る

附 繭
の
涜

重量 題費用

. ・.一. 

筒

情

事

士

堀

江

英

競=第巻六十五第
月二年八十和昭

支那 -0 
産生債

工 の 理A

業 論
に に
於 /於

設 け 研 時けz 

苑 〆努書働 車易た窓
る
商
nEn 3 

究 ら 論 群
の むし の
諸 観貼る

ィ件~ 方
法

: 圃: 

極 法 締

梼 母語 消

愚 博 韻

士 士 士

岡 紳 青

部 戸 山

手リ 正 秀

良 雄 夫

県息 言十
力 章

戦憧 J 

の
組

命日 済
に 理

於け 論・ 論. 
る

l 業者f怪 叢

: 

. 

. 
組 趨

神車士 智両土

大 柴

塚
国

~， 

朗 敬



主
那
工
業
に
於
け
る
捗
働
場
所
的
諸
峰
件

組
則
正
仏
卜
六
巻

サL
C 

f事

抗

"b 
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鹿野

究

支
那
工
業
に
於
げ
る
労
働
場
所
の
諸
傑
件

-
|
勢
働
生
産
怯
の
一
規
定
要
因
と
し
て
の
調
査
|
|

岡

音E

良

手

T

近
代
工
業
に
於
け
る
弊
働
生
産
性
主
規
定
す
る
要
問
と
し
て
の
持
働
手
段
の
う
ち
、
検
制
(
機
械
世
帯
)
の
有
つ
意
義
は
決
定
的
で

あ
る
。
然
じ
同
時
に
、
持
働
場
所
を
構
成
す
る
物
的
諸
僚
件
た
る
工
揚
用
建
物
並
が
に
内
部
の
附
属
的
諸
設
備
(
謂
ゆ
る
工
場
設
備
)

は
、
間
ゆ
る
作
栄
環
境
の
良
否
を
決
定
し
、
か
く
し
て
と
れ
ら
一
聯
の
諸
傑
件
が
|
|
勢
働
力
ひ
い
て
努
働
の
質
を
規
定
す
る
と
と

に
よ
り

l
l持
倒
生
産
性
江
影
響
す
る
と
こ
る
は
査
し
ま
た
歩
く
泣
い
。
こ
れ
ら
の
物
的
諸
僚
件
(
工
場
設
備
)
は
、
成
義
白
勢
働
乎

段
の

部
を
注
す
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
直
接
的
危
持
働
手
段
で
は
た
い
弁
め
忙
、
そ
の
有
つ
意
義
は
機
純
に
比
し
劣
る
に

は
せ
よ
、
然
し
、
本
来
、
こ
れ
ら
の
も
の
在
く
し
て
は
、
生
隠
は
手
金
〈
或
ひ
は
不
充
分
に
し
か
行
は
れ
え
た
い
の
で
あ
り
、
ま
た

興
へ
ら
れ
た
一
定
の
設
備
も
そ
り
整
備
を
倣
〈
場
合
陀
は
、
営
然
作
業
理
境
は
劣
悪
化
L
、
ひ
い
て
そ
こ
に
於
付
る
勢
働
生
産
性
は

必
然
的
に
低
下
せ
し
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

。

f三栴は， 立那工業勢働D低生産性的分析に闘する 部申問題をなナものであ
る。捌楠，主那工業勢働白f民生産性号本誌，昭和町年1月，参照。



然
る
に
、
支
那
D
近
代
工
業
、
特

ι民
族
資
本
工
業
に
於
け
る
勢
働
手
段
に
つ
い
て
見
る
島
幸
、
車
忙
機
械
自
植
が
質
的
に
劣
る
、

ば
か
り
で
な
〈
、
更
に
右
の
如
き
弊
倒
揚
所
の
物
的
諸
傑
件
に
於
い
て
も
、
甚
だ
不
備
・
劣
悪
た
と
と
る
が
多
い
。
己
れ
は
ま
た
、
文

那
近
代
工
業

l
l印
ち
、
半
植
民
地
の
工
業
忙
し
て
日
つ
多
〈
の
抑
資
本
主
義
的
諸
関
係
を
残
存
せ
し
め
て
ゐ
る
そ
れ

l
lの
後
れ

た
謙
一
巡
段
階
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
山
接
的
に
は
充
間
資
本
の
不
足
・
節
約
(
そ
の
反
面
に
於
け
る
低
賃
銀
弊
働
力
の
枇
旧
費
)

が
主
同
を
た
し
て
府
り
f
更
に
共
悌
的
に
は
仁
揚
経
持
方
法
忙
於
け
る
非
合
川
崎
性
・
後
進
性
民
基
づ
ぐ
も
の
で
あ
る
。

殊
に
資
本

(
同
定
資
本
)
の
不
足
・
節
約
は
、
か
i
h

る
労
働
場
所
の
物
的
流
僚
件
、
従
っ
て
ま
た
作
業
環
境
を
必
然
的
に
劣
悪
化
せ
し
め
る
。
モ

し
て
支
那
近
代
工
業
に
於
け
る
持
働
の
低
生
産
性
も
‘
つ
に
は
、
己
の
や
う
放
物
的
諸
傑
件
、
ひ
い
て
作
業
環
境
の
劣
感
性
に
悲

〈
も
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
早
に
、
他
の
生
産
手
段
並
び
に
持
働
者
の
本
来
ね
つ
持
働
力
自
慢
等
白
低
質
判
の
み
に
よ
る
も
の
で
た

い
こ
と
は

l
i勿
捕
、
こ
れ
ら
の
市
宮
内
己
そ
桂
木
的
在
も
の
で
あ
る
が
己
、
に
一
一
汗
怠
さ
れ
ね
ば
友
ち
た
い
ロ

般
に
近
代
工
業
の
初
期
の
段
階

ι於
い
て
、
工
場
持
働
の
場
所
的
諸
僚
件
が
加
何
に
劣
悪
在
ず
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
阿
欧
の
産

業
革
命
期
に
於
け
る
諸
事
賓
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
り
.
そ
し
て
ま
た
、
今
日
の
支
那
工
業
、
の
後
れ
た
護
連
段
階
を
想
ム
注
ち
ば
、
モ
己

に
於
け
る
己
れ
ら
の
諸
傑
件
の
劣
悪
さ
に
つ
い
て
も
、
凡
そ
想
像
す
る
に
雑
く
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
、
想
像
は
存
易
で
あ
り
、
或
ひ

は
抽
象
的
に
規
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
支
那
工
誌
の
場
合
、
か
i
h

る
諸
傑
件
は
具
健
的
忙
如
何
在
る
形
に
於

い
て
現
は
れ
て
ゐ
る
の
か
。
己
、
に
於
け
る
問
題
は
.
労
働
揚
所
の
物
的
諸
僚
件
|
|
砧
物
並
び
忙
採
光
、
溜
事
度
調
節
、
換
気
、
危

険
防
止
等
に
閥
f
る
諸
設
備
ー
ー
を
、
持
働
生
枠
7

札
を
規
定
す
る
市
空
間
と
し
て
捉
へ
、
支
那
民
族
資
木
工
業
に
於
け
る
そ
の
民
間

的
左
様
相
を
幾
分
で
も
明
か
に
せ
ん
と
す
る
己
と
に
あ
る
。
内
本
は
一
仰
の
調
奇
一
で
あ
り
、
主
た
そ
れ
は
丈
献
調
斉
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
た
ピ
こ
の
場
合
に
も
資
件
の
不
足
の
故
に
問
題
に
定
八
T
1
u
へ
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
民
族
資
本
工
業
を
吋
貌

主
那
工
業
に
世
げ
る
勢
働
場
所
の
諸
樺
件

第
五
十
六
巻

九

第

l器担

七
ヨζ

釧稿，前崎稿， .Pp. 77-82事問。2) 



支
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
揚
所
由
諸
時
件

停
五
十
六
巻

;九

第

抗

七
，、

と
L
て
見
る
と
き
、
そ
の
持
仰
揚
所
の
諸
傑
件
の
劣
話
的
友
欣
態
は
、
大
剛
問
、
以
下
に
抽
概
述
す
る
が
如
き
事
貨
の
う
ち
に
と
れ
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

先
づ
第
一
民
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
の
は
、
持
倒
場
所
そ
の
も
の
を
興
へ
る
と
と
ろ
の
工
揚
白
地
物
白
慨
に
つ
い
て
ピ
あ
る
。

こ
の
瓢
に
闘
し
支
那
の
工
場
に
於
い
て
一
般
に
見
附
さ
れ
る
事
貨
は
、
己
れ
ら
の
組
物
日
躍
が
粗
感
・
不
完
全
に
し
て
、
近
代
的
工

揚
建
築
と
し
亡
の
要
件
を
具
備
し
て
ゐ
在
い
も

ω
、
多
い
と
と
で
あ
り
、

E

L
に
止
づ
鉾
働
揚
所
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
る
。
多
く
の

工
場
の
た
か
に
は
、
勿
論
よ
〈
整
備
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
そ
と
に
漸
次
進
必
の
跡
も
見
ら
れ
は
す
る
。
例
へ
ば
紡
総
工

場
の
如
き
に
あ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
山
紡
総
業
地
に
於
吟
る
普
通
並
み
の
工
場
よ
り
明
か
に
す
ぐ
和
て
ゐ
る
も
の
も
在
在
す
る
。
然

L
問
題
は
支
那
近
代
1
業
に
於
円
る
一
般
的
た
事
貨
で
あ
り
、
そ
こ
に
成
〈
見
ら
れ
る
、
工
場
辿
築
の
不
備
・
劣
悪
山
肌
態
は
午
は

れ
た
い
と
己
ろ
で
あ
る
。

こ
の
や
う
た
献
態
主
総
明
す
る
も
の
と
し
て
、
支
那
の

1
場
統
慨
に
於
け
る
建
物
の
町
川
布
関
係
は
先

づ
注
意
に
位
す
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
そ
己
で
は
、
建
物
に
到
す
U
V

資
本
投
下
r
は
す
及
昨
日
比
町
官
き
い
れ
、
建
物
は
こ
れ
を
他
の
所
布
者

か
ら
む
賃
借
K
よ
っ
て
ゐ
る
場
合
が
倒
め
て
多
い
o

支
那
白
官
臨
調
究
陀
成
る
、
一
九
一
三
一
γ
l
=
一
四
年
の
杢
文
民
族
資
本
工
業
の
調

併
一
(
副
査
剖
象
は
到
カ
曲
朋
γ
i

場
に
し
て
平
時
一
一
一
!
人
以
上
町
捗
働
者
を
使
用
す
る
工
場
詰
誼
同
工
場
、
地
域
に
つ
い
て
は
遊
山
世
六
省
及
び
満
州
閣
は
合

、
建
物
の
所
冶
聞
係

主
ず
)
に
よ
れ
ば
、
こ

ω
建
物
の
所
れ
闘
係
は
、
訓
合
一
工
場
た
る
工
場
法
油
川
工
場
三
、
四
二
一
玩
工
場
の
ろ
ち
、
口
己
所
L

刊
八
六
二
一
、

賃
借
(
租
用
)
、
三
六
八
、
一
部
自
己
所
布
一
部
賃
借
平
布
午
租
)
問
問
、
不
詳
一
六

O
、
と
一
不
ヌ
一
れ
で
ゐ
る
。
比
率
に
し
て
、
賃

〉

併
は
約
五
六

-a
一
劣
に
し
て
過
小
を
市
め
、
次
が
川
己
川
十
刊
の
約
一
一
五
・
四
%
に
し
て
(
残
酷
は
、
一
部
問
己
所
有
一
部
釘
惜
了
八
列
、
不
詳

Z

¥ 

Fong， H. D.， InduはrialOrgunizlltIon in Chinn， 1937， p. 3'4; Malone， C. E.， 
New， China， Part Il. Labour Conditiom; and Labour Organizations， 19:26. p. 6 
嘗岡民政府軍事委員曾養源香員骨，中湖工業調査報特， r~-l加，民間26年. pp 
1-36 
2J 



六
・
六
百
三
如
何
に
賃
制
工
場
の
多
い
か
ピ
知
ら
れ
る
。
と
の
場
合
、
大
慨
に
於
い
て
、

n己
所
有
の
も
の
は
ヨ
リ
大
規
模
た
工
場
に

底
し
.
こ
れ
に
針
し
賃
借
工
場
の
多
〈
は
、
崩

ιて
規
模
の
比
政
的
小
さ
い
謂
ゆ
る
中
小
汀
揚
(
但
し
中
小
丁
場
と
言
ふ
も
前
認
の
如
〈

佐
旧
勢
働
者
は
三
十
人
以
上
)
と
見
倣
し
得
ょ
う
。
中
小
工
場
が
そ
の
建
物
を
賃
併
に
よ
る
が
如
き
と
と
は
、
政
へ
て
支
却
の
み
に
限
る

こ
と
で
は
在
い
が
、
然

L
、
支
部
に
於
け
る
そ
れ
は
、
氏
く
一
般
的
に
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
た
く
、
更
に
か

h
Z
賃
借
工
場
白
経
盟
百

欣
況
が
著
し
〈
簡
易
粗
陥
に
し
て
ま
た
投
機
的
・
恋
志
的
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
-
一
円
は
立
本
来
の
近
代
的
工
場
経
侍
と
は
凡
そ
掛
照
的

〔
主
)

で
あ
る
制
に
そ
の
特
質
が
見
則
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

(
註
)
劉
大
鈎
氏
は
、

l
梅
田
工
場
制
査
こ
九
一
一
一
一

4
)
に
於
け
る
建
物
の
調
査
に
闘
し
も
丸
町
中
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。
『
大
部
分
の
工
場
は
、

多
蚊
の
家
屋
が
相
接
し
て
建
っ
て
ゐ
る
上
海
の
、
首
相
地
の
附
日
用
根
別
の
住
宅
を
位
川

L
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
う
た
。
一
軒
町
家
屋
が
工
場
と
し
て

不
充
分
な
、
り
ぽ
、
彼
等
は
二
、
三
軒
を
借
切
る
e

と
れ
b
の
工
場
岨
、
建
物
が
そ
の
特
別
円
目
的
に
遡
っ
て
ゐ
な
〈
て
も
頓
着
し
な
い
。
工
場
の

大
多
較
は
賃
借
の
建
物
を
使
つ
で
屑
り
、
そ
の
規
模
も
大
舟
小
さ
い
か
ら
、
そ
の
設
立
、
中
止
、
静
特
は
い
つ
何
時
で
も
出
来
る
。
某
日
、
工
場

が
明
北
に
設
け
ら
れ
で
も
、
翌
日
、
南
市
で
情
賃
が
一
ぞ
う
牒
い
と
か
点
b
は
ま
た
そ
の
他
円
便
宜
が
あ
る
こ
と
が
判
れ
ば
、
直
ち
に
後
円
場
所
に
移

持
す
る
だ
ら
う
。
我
々
が
一
九
↓
一
一
三
年
に
第
二
回
目
工
場
剖
査
を
行
一
ツ
た
時
、
一
九
二
九

4
に
調
査
し
た
工
場
町
多
〈
の
も
の
は
、
既
に
こ
の
聞
に
移

韓
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
ら
の
工
場
は
一
般
に
比
較
的
小
さ
い
工
場
で
あ
っ
た
。
』

と
の
や
う
在
建
物
の
賃
借
に
よ
る
工
場
経
慣
は
、
然
し
、
必
や
し
も
比
較
的
小
規
模
の
工
場
の
み
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
時

に
は
、
同
州
悼
の
一
争
責
(
こ
の
場
合
建
物
ば
か
り
で
な
く
槽
械
も
賃
借
L
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
)
が
え
規
模
工
揚
た
る
紡
競
工
場
の
如
き
に
於
い

て
も
行
は
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
支
那
の
州
民
付
開
業
(
特
に
江
蘇
省
の
場
合
)
は
、
賃
借
工
場
に
よ
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
従
来

か
ら
多
く
の
工
場
が
、
賃
借
に
よ
る
形
式
の
下
位
(
こ
の
場
合
に
は
一
般
に
草
に
建
物
ば
か
習
で
は
な
く
機
械
を
も
賃
借
す
Z
)
経
侍
さ
れ
て
来

た
。然

る
に
己
の
や
う
な
事
貸
は
、
慨
に
、
工
場
建
築
と
し
て
必
要
注
整
備
を
快
く
多
く
り
建
物
の
存
布
ず
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

支
那
エ
業
に
於
け
る
勢
働
場
所
町
諸
栴
件

第
五
十
六
巻

ブL

第

器量

七
台

Lieu， D. K.， The Growth and Industrialization ，Tf Shanghai， 1936. pp. 103-
104 
Lieu，-D. K.， ibid. p. 99 
王子建・王鎖中，七省準向紗廠調査報骨，民岡24年， p. 74， Fong， U. D.， Cotton 
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支
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
揚
所
の
諾
棟
件

第
五
十
六
巻

停

自厄

七
i'-

ブL
[JL] 

あ
る
ロ
帥
ち
、
そ
の
所
有
者
は
自
ら
事
業
を
経
世
ず
る
者
で
た
い
た
め
、
そ
こ
に
多
〈
の
資
本
主
投
じ
て
そ
の
議
備
・
改
善
を
計
る

定
の
賃
借
期
限
が
存
在
す
る
限
り
|
|
殊
に
そ
れ
が
一
知
い

上
海
の
例
で
は
大
間
一
年
契
約
で
あ
る

1
ー
モ
の
整
備
は
自
ら
制
限
さ
れ
或
ひ
は
放
棄

さ
れ
ざ
る
を
得
泣
い
。
同
様
の
己
止
は
、
機
械
或
ひ
は
阿
属
的
諮
設
備
に
つ
い
て
も
誌
ひ
う
る
(
特
に
噛
械
に
於
い
て
は
、
そ
れ
が
酷
使

と
と
を
怠
る
で
る
ら
う
し
、
ま
た
賃
借
経
皆
者
に
於
い
て
も
、
工
揚
に

揚
合
に
は
。

製
総
工
揚
の
揚
合
の
如
昔
、

貨
批
判
工
場
の
揚
合
に
於
い
て

さ
れ
る
上
に
、
そ
白
修
制
・
改
善
は
等
闘
に
附
古
れ
或
ひ
は
放
棄
さ
れ
る
と
百
ム
貼
に
重
大
な
怯
附
を
有
っ
て
ゐ
る
)
。

は
、
か
く
し
て
、
建
物
並
び
に
諸
設
備
忙
到
し
て
そ
の
改
装
日
を
望
む
と
と
が
悶
期
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、

劣
悪
化
を
避
け
難
い
と
一
一
邑
ム
闘
係
正
訟
が
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
そ
と
で
は
、
作
業
環
境
白
題
化
も
自
ら
不
可
避
的
で
あ
る
。

問
題
位
、
然
L
、
勿
論
平
に
か
t
h

る
賃
借
工
揚
の
み
に
あ
る
の
で
は
注
い
。
持
働
生
協
刊
に
障
害
的
作
用

を
た
す
が
如
き
建
築
の
様
式
或
ひ
は
櫛
治

k
の
不
備
・
M

附
陥
は
|
|
白
己
所
有
の
工
場
た
る
と
賃
借
工
場
た
る
と
を
問
は
宇
|
|

二
、
様
式
・
構
也

般
に
決
し
て
少
く
た
い
ゃ
う
で
あ
る
。
た
wh

亡
、
に
は
、
共
酬
閥
的
に
は
若
干
の
事
賓
を
あ
げ
う
る
に
止
ま
る
が
、
然
し
人
々
は
、
己

れ
ら
の
事
貨
の
う
ち
に
、
支
那
の
一
L
揚
建
築
に
於
峠
り
る
合
叫
杭
の
紋
如
或
ひ
は
ひ
い
て
生
宇
品
捗
働
生
産
相
へ
の
陣
容
に
つ
い
て
、

そ
の
一
斑
を
知
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

建
築
様
式
白
慌
に
闘
し
で
は
、
右
の
や
う
た
事
貨
を
説
明
す
る
γ
小
山
町
在
工
揚
砧
築
の
有
力
た
例
と
し
て
、
先
づ
紡
績
工
揚
が
あ
げ

ら
れ
る
。
紡
績
工
揚
は
、
技
術
的
視
賦
か
ら
見
る
限
り
泊
常
平
屋
建
が
有
利
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
支
那
の
紡
結
工
場
、
殊
に
設
立
年

代
の
古
い
も
の

L
た
か
に
は
、
二
階
建
或
ひ
は
時
と
し
て
}
二
階
建
等
の
軍
居
建
建
築
が
ゆ
〈
在
く
、
己
i
h

に
そ
の
紋
院
が
現
は
れ
て

ゐ
る
。
支
郊
の
紡
柏
刷
工
場
は
、
人
々
の
一
知
る
や
う
に
、
支
那
の
近
代
的
工
揚
の
先
駆
的
有
在
を
た
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
創
始
期
に

あ
っ
て
は
、
必
要
た
技
術
的
智
識
を
未
だ
充
分
吸
収
し
え
た
か
っ
た
こ
と
も
或
ひ
は
注
意
さ
れ
お
ば
な
ら
た
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
元

ヨ

リ

Indugtry :and Trade in China， Vol. J， 1932， p. 207. 
盤締業同業組合中央官U.原重美)，立那賀輔業大観，昭副I4 ."F， pp-234-235， 
p. 2]7 ;柴嗣附，中園置輔，民問24年 J p. 92;蕎剛氏政府民業部(願締約刊
(民閤22年)中文建設費料整備4事務所持，無錫工業事情 Pp.42-43 
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(
杭
)

J

掘
の
如
き
大
都
市
内
み
な
ら
ず
、
支
那
向
日
唱
の
紡
献
工
場
に
於
い
で
も
屡
々
重
層
建
建
築
が
見
ら
れ
る
理
由
を
、
王
子
建
至
高
次
Z

J

U

P

う
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
『
誼
剖
ー
か
ら
吉
へ
問
、
内
地
は
地
慣
が
廉
く
、
平
Mm
建
が
慨
し
て
週
月
で
ち
る
の
に
、
何
故
多
数
回
工
場
が
重
層
工
場
を
建
て
巧
7
民
7
7
 

る
と
一
首
ふ
や
ら
な
傾
向
に
な
っ
た
の
で
あ
る
だ
こ
れ
は
、
従
高
貸
業
に
従
事
す
る
人
々
が
、
工
業
官
現
と
警
官
円
知
識
を
献
き
、
そ
の
た
め
、
楠
械

P
」
「
ト

円
融
入
や
工
場
の
設
計
等
一
切
を
洋
向
に
委
し
た
の
に
銅
し
、
然
否
に
こ
れ
ら
の
を
問
た
る
や
、
何

E
利
神
宮
得
る
己
主
従
心
得
て
ゐ
る
の
み
で
、
臨
円
ド

工
業
に
閥
L
て
は
華
人
同
様
に
素
人
で
あ
り
、
そ
し
で
何
時
も
白
骨
連
勝
手
に
什
執
を
し
て
市
た
の
で
、
認
に
こ
ん
な
扱
躍
に
な
っ
て
し
ま
づ
た
の
で
酬
J

J

あ
る
』
と
o

鼎
し
ま
た
支
那
の
費
曲
家
建
に
於
い
て
も
つ
重
厨
工
場
を
建
て
る
こ
と
を
好
み
、
か
ら
し
な
け
れ
ば
建
物
を
輝
か
し
い
偉
大
な
も
の
ミ
宇

h
b問
闘

う
に
且
せ
る
の
に
物
足
り
な
い
中
う
で
も
っ
た
』
と
言
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
一
陣
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
。
斡
し
な
が
ら
、
か
ら
し
た
悌
央
前
前

害

も

、

そ

の

後

漸

次

改

善

さ

れ

て

空

吋

計

一

市

町

組
鎖
鎮

工
揚
建
築
に
射
す
る
合
理
的
配
慮
の
快
如
を
示
す
更
に
他
白
事
賓
と
し
て
、
支
那
の
謂
ゆ
る
『
風
水
』
(
地
相
町
内
ひ
)
の
観
念
の
下
業
王
一
土

同
・
・

業
建
建

棉
子
子

賀
王
王

来
工
揚
建
築
の
様
式
は
、
種
々
の
僚
刊
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、
間
早
厨
建
(
平
屋
建
)
、
荒
居
建
(
数
階
建
)
の
何
れ
を
と
る
べ

き
か
は
必
ー
干
し
も
J

慨
に
は
論
巳
え
友
い
。
旭
町
叫
し
支
那
の
紡
績
工
揚
の
揚
合
、
例
へ
ば
地
債
の
高
い
上
海
の
如
き
は
一
肱
別
と
し
て

(
こ
の
場
合
、
地
倒
は
重
麿
建
円
存
柁
を
誕
明
す
る
重
要
な
↑
根
械
を
な
す
)
、
地
慣
が
低
廉
で
ま
た
敢
へ
て
荒
唐
建
建
築
の
必
要
を
見
な
い
支
那

内
地
の
紡
絞
工
揚
に
於
い
て
さ
へ
も
、
左
ほ
屡
々
か
t
A

る
更
は
眉
建
白
様
式
が
見
ら
れ
る
の
は
、
合
理
的
廃
置
の
快
如
を
物
語
る
も
の

(
花
)

と
一
一
品
へ
る
だ
ら
う
。
而
か
も
問
題
抵
の
ほ
、

一
般
に
霊
居
建
の
揚
合
に
は
、
そ
れ
に
臆
じ
て
、
例
へ
ば
次
に
謹
ぺ
る
採
光
、
換
気
等

に
封
し
特
種
の
考
慮
が
梯
は
れ
た
砂
れ
ば
左
ら
た
い
に
も
拘
ら
守
、
支
那
人
紡
拍
舶
に
あ
っ
て
は
、
と
れ
ら
の
世
相
に
針
ム
充
分
の
方
法

が
講
じ
ら
れ
て
ゐ
た
い
己
と
で
あ
る
。

に
、
建
築
技
術
の
初
歩
的
た
要
求
さ
へ
無
脱
さ
れ
て
ゐ
る
如
き
、
恐
ら
〈
興
味
あ
る
一
例
を
取
す
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
工
揚
と
し

て
新
し
い
鋸
屋
根
の
建
物
が
建
て
ら
れ
る
揚
合
、
佐
々
忙
し
て
、
首
然
北
向
き
に
つ
け
ら
る
べ
合
窓
(
こ
の
場
合
、
採
光
上
一
般
に
北
側

白
光
景
剥
即
さ
れ
る
)
が
市
川
き
に
な
っ
て
ゐ
る
と
員
ふ
千
う
な
己
と
が
あ
る
と
言
は
れ
、
そ
し
て
こ
れ
は
、
今
、
モ
の
土
地
の
『
風

文
那
工
業
に
於
け
る
崎
町
働
場
所
の
詩
憐
件

第
h
十
点
此
甘

フI
五

告事

挽

じ
ブL

)
)
)
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主
那
工
業
に
於
け
る
捗
働
場
所
的
諸
幌
件

停
五
十
六
巻

骨

抜

7L 
プミ

i¥ 

O 

水
』
に
闘
す
る
考
慮
に
工
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
北
側
の
天
然
光
線
の
利
川
が
忘
却
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

r民

ι、
支
那
的
凶
襲
に
よ
る
建
築
技
術
の
無
制
で
あ
る
。
先
立
か
i
h

る
事
賓
が

E
の
程
度
比
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
は
い
ま
充
分
明
一
か

民
し
え
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
己
の
や
う
な
侍
承
的
た
慣
調
閣
が
、
工
場
建
築
に
於
い
て
き
へ
現
に
友
ほ
障
害
的
作
用
を
注
し
て

ゐ
る
己
と
は
日
江
意
さ
れ
。
て
上
い
で
あ
ら
号
。

支
郊
の
工
揚
建
築
に
於
け
る
不
完
全
・
劣
悪
託
収
態
は
、
更
に
他
の
種
々
の
賄
|
|
例
へ
ば
桃
造
ヒ
ー
ー
に
見
川
さ
れ
る
。
乙
の

揚
合
広
も
紡
総
工
場
が
光
づ
一
つ
の
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
建
物
は
、
支
那
人
工
場
、
特
に
白
い
工
場
に
あ
っ
て
は
殆

ん

E
例
外
た
〈
劣
悪
で
あ
る
と
一
一
ー
一
ロ
は
れ
て
庇
り
、
現
K

E
の
鮪
に
悶
し
、
た
年
、
茜
同
氏
政
府
棉
業
統
制
委
員
舎
の
招
聴
に
舷
じ
て

支
那
の
紡
総
工
揚
を
硯
察
し
た
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
『
乙
れ
ら
の
古
い
工
揚
は
あ
ま
り
役
に
立
た
や
、
己
れ
を
修
絡
し
で
も
却
っ
て
続

々
無
駄
を
買
お
る
に
す
ぎ
な
い
。
往
物
肖
酬
明
が
非
常
に
貧
弱
で
、
そ
れ
は
、
構
法
を
徹
底
的
に
改
造
し
往
け
れ
ば
近
代
的
危
機
械
の

荷
買
に
樫
へ
え
た
い
し
、
ま
た
よ
し
改
造
し
て
も
、
容
易
に
近
代
的
取
方
法
に
過
す
る
も
白
と
は
た
ら
た
い
で
あ
ら
う
』
と
述
べ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
ま
た
謎
謎
工
業
に
闘
す
る
一
官
JM
附
調
究
報
告
は
、
そ
こ
に
は
「
壊
滅
し
さ
う
友
建
物
の
上
に
尚
ほ
例
へ
ば
電
気
モ
1

シ
ヤ
フ
l
等
の
軍
最
物
を
乗
せ
る
が
如
き
も
の
が
岡
地
々
あ
る
』
と
報
巳
、
そ
し
て
か
ι
ぬ
る
欣
態
は
、
そ
の
故
に
、
作
業
を
妨

げ
、
労
働
者
十
製
品
を
容
し
、
夏
忙
京
大
た
E
揚
事
此
の
原
閃
と
も
在
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

己
れ
ら
の
事
貨
は
、
恐
ら
〈
、
と
の
種
の
事
買
に
闘
す
る
躍
に
一
、
二
の
事
例
た
る
に
過
ぎ
友
い
で
あ
ら
う
。

タ

1
、

一
般
に
工
場
と
し

て
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
建
物
が
、
工
揚
建
築
と
し
て
如
何
に
不
備
・
劣
恐
友
も
白
で
あ
る
か
は
、
先
苦
に
漣
ベ
た
劉
大
釣
氏
の
上
総
に

於
け
る
工
場
洲
査
の
結
果
が
、
そ
の
一
一
闘
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
も
っ
と
も
上
海
に
於
い
て
は
、
組
回
押
の
内
外
で
事
情
を
異
に
し
て
居

り
、
印
ち
共
同
租
抹
内
の
工
場
に
あ
っ
て
は
、
建
築
規
則
が
存
在
す
る
結
川
地
、
建
築
上
の
倣
黙
は
比
較
的
少
在
く
、
そ
の
特
に
劣
悪

Bojesen，_ C. C.， Training of Men on the Job， Shanghai， 1940， p. 3. 
~ong， ~. D.， Industrial Organijation in China， p. 34 
笹岡民政府全岡融情委貝骨刊(品問24年)，中立建設資料;l!!:備事務所課，龍諜
!工業報告書， p. 46 
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左
欣
態
は
、
租
界
外
の
地
域
に
有
在
す
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

支
郊
の
近
代
工
業
-
に
於
け
る
工
場
建
築
に
積
々
の
不
備
・
快
陥
の
存
在
す
る
と
と
は
、
以
上
の
綬
渇
か
ら
、
不
党
分
な
が
ら
と
れ

を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
己
む
や
う
友
欣
態
が
‘
機
械
の
安
定
的
在
袋
置
・
運
怖
を
妨
げ
、
世
阿
働
温
程
陀
障
害
を
興
へ
る
と

共
に
、
更
に
持
働
力
自
憾
に
叫
到
し
で
も
直
接
的
或
ひ
は
間
接
的
に
さ
ま

λ
¥の
障
害
的
影
響
を
奥
へ
る
己
と
は
明
か
で
あ
る
。
と
れ

ら
の
工
場
建
築
に
到
し
て
は
、
支
那
に
於
い

γ
も
既
に
一
定
の
法
規
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
山
内
、
そ
れ
も
言
は
ピ
殆

V
E有
名
無
貨
で

己
の
と
と
は
.
現
に
我
々
の
見
た
一
斑
の
事
資
陀
よ
っ
て
も
知
り
う
る
と
と
る
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
草
に
工
揚
建
築
白
摺

あ
り
、

か
ら
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
、
多
か
れ
少
友
か
れ
、
支
那
に
於
廿
る
工
業
弊
働
の
生
産
性
を
低
下
せ
し
め
る
一
要
因
と
た
っ
て
ゐ
る
と

と
は
、
否
定
し
え
注
い
で
あ
ら
う
。

(
註
)
支
那
近
代
工
業
に
於
け
る
工
場
建
築
世
世
に
諸
設
備
に
つ
い
て
は
、
工
康
法
(
工
場
法

l
i動
力
使
用
工
爆
に
し
て
平
時
一
一
一
十
人
以
上
勢
働

者
を
使
用
す
る
工
場
に
週
間
、
民
間
四
十
八
年
十
一

P
公
布
、
同
二
十
句
八

H
施
行
三
工
廠
法
施
行
時
例
(
民
閤
十
九
年
士
一
月
公
布
、
同
二
十
年
八
月

組
仔
)
、
エ
臓
検
査
法
(
民
凶
ニ
イ
年
三
月
公
布
、
同
介
十
月
施
行
〉
耳
び
に
そ
の
他
の
商
法
規
出
よ
っ
て
そ
れ
ん
¥
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
但
し
こ
れ
ら

の
揖
規
に
於
付
る
工
場
建
築
世
び
に
諸
設
備
に
闘
す
る
規
定
は
、
主
と
し
て
、
主
に
逮
4

る
謂
ゆ
る
危
険
防
止
設
備
並
び
に
柑
生
設
備
に
閉
す
る
も
の

で
、
工
場
の
建
物
白
樺
に
就
い
て
は
、
馳
め
て
不
充
分
な
規
定
し
か
興
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
而
か
も
こ
の
場
合
、
建
築
は
、
官
許
技
冊
目
設
計
に
よ
旬

官
胞
の
許
刊
を
一
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
(
工
蹴
苧
随
行
傑
例
僚
二
十
一
僚
、
建
築
工
廠
帯
核
融
苦
情
一
線
)
、

ζ

れ
も
新
築
或
ひ
は
改
築
の
場
合

で
あ
っ
て
、
既
宮
工
場
は
不
同
に
付
さ
れ
て
ゐ
何
ロ
夏

ιF問
題
な
の
は
、
既
に
論
者
四
批
判
し
て
み
る
や
う
恥
工
壁
悼
の
規
定
に
謝
す
る
謹
反
の

罰
則
位
、
種
々
の
棒
読
に
つ
い
て
規
定
3
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
と
の
建
築
に
闘
す
る
傑
項
に
つ
い
て
は
、
ぞ
れ
が
何
ら
規
定
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
後
白
他
白
雪
疋
於
い
て
も

!
l
iに
知
る
限
り

1
iこ
の
こ
と
に
は
及
ん
で
ゐ
な
っ

支
那
に
於
け
る
工
揚
建
築
自
剛
闘
が
山
院
に
如
上
の
や
う
な
欣
態
に
あ
る
と
と
か
ら
見
れ
ば
、
更
に
、
工
場
内
部
に
於
け
る
調
ゆ
る
衛

¥
 

支
那
工
業

r
於

け

る

勢

働

場

所

由

諸

峰

件

一

ー

九

七

停
五
十
六
巻

第

腕

F、

e 

陣連，我閣工Mt桂自吋血17問題，民閥 20 ~P: ， p・29
奮闘民政府質業部勢工司，勢工法規梨編，民園 26年， 'p.77以下参服。
隙達，前掲書， p. 29 ~参照。
陳建j前掲書， p. 30 
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支
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
場
所
申
請
樺
件

丸
川、

A 

樺
五
十
六
巻

第

椀

生
設
備
、
危
険
防
止
設
備
等
の
知
書
附
属
的
諸
設
備
の
劣
認
さ
も
敢
へ
て
怪
し
む
に
足
り
た
い
で
あ
ら
号
。
持
働
生
産
相
に
重
要
た

影
響
を
有
つ
採
光
、
温
品
偶
皮
調
節
、
換
気
、
或
ひ
は
勉
険
防
止
等
に
闘
す
る
諸
設
備
は
、
現
に
何
れ
も
不
備
・
劣
悪
友
も
の
が
多
い
。

己
れ
ら
の
諸
設
備
に
闘
し
て
は
、
前
記
の
如
く
、
一
舷
法
規
を
以
っ
て
規
定
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
現
寅
忙
於
け
る
そ
の
賓
施
程
度
白

《
芯
)

如
何
に
問
題
が
b
る
ば
か
り
で
な
〈
、
既
に
か
k
る
規
定
自
憾
に
種
々
白
不
備
・
級
陥
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
と
一
百
ふ
欣
態
で
あ
る
。

(
註
)
工
繭
法
に
於
け
る
右
畑
一
読
設
備
に
開
す
る
規
定
は
極
的
て
抽
象
的
な
も
の
で
、
質
施
の
基
準
左
な
る
e
へ
き
詳
細
な
具
値
的
規
定
は
金
(
己
れ

を
酷
い
で
書
n

J

(

工
蹴
法
滞
凹
十
一
保
乃
至
第
四
十
回
繰
)
そ
れ
故
、
既
に
そ
の
殻
布
常
時
、
規
定
さ
れ
た
臨
項
の
殺
力
を
殺
生
せ
し
め
る
こ
主
は
、
恐

b
f
不
可
能
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
ゐ
h
e
そ
の
後
、
乙
の
不
備
は
可
な
り
修
正
さ
れ
た
け
れ
E
も
(
工
腕
安
全
及
宿
経
検
査
細
則
、
民
困
二
十
四
年
十

月
公
布
、
同
時
に
施
行
、
参
照
)
、
持
し
な
ほ
不
五
分
た
る
を
兎
れ
な
い
。

と
の
や
う
た
閥
係
白
下
に
あ
る
工
場
の
作
業
環
境
が
如
何
忙
劣
悪
な
も
の
で
る
る
か
は
、
支
那
の
工
業
弊
倒
を
語
る
人
々
に
よ
っ

て
、
慨
に
極
々
、
暗
黒
在
筆
致
を
以
っ
て
数
多
く
糾
苦
悶
さ
れ
て
ゐ
る
o

人
々
は
そ
己
江
、
西
欧
の
摩
業
草
命
期
に
於
け
る
原
生
的

な
工
揚
持
働
の
支
那
的
な
再
現
を
見
出
す
で
あ
ら
号
。
然
し
、
か
、
る
事
賞
は
、
単
に
制
ゆ
る
枇
合
的
或
ひ
は
人
道
的
な
間
商
売
る

の
み
で
な
く
、
更
に
そ
れ
が
、
持
働
力
の
消
跡
的
・
破
壊
的
保
件
を
注
し
、
持
働
過
程
に
種
々
の
障
害
を
興
へ
る
正
一
百
ふ
闘
係
に
於

い
て
、
や
が
て
持
働
生
産
性
の
必
然
的
低
下
と
在
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
左
ら
た
い
。
己
h

に
、
前
記
の
諸
設
備
或

ひ
は
作
業
犠
境
の
持
働
生
産
性
に
封
ず
る
東
一
臭
な
閥
係
が
存
在
す
る
。
そ
れ
で
は
、
支
郊
の
工
揚
に
於
け
る
か
L
る
諸
設
備
或
ひ
は

作
業
環
境
の
諸
僚
件
は
、
現
寅
に
N
J
の
や
う
注
欣
態
に
b
か
れ
て
ゐ
る
白
か
。

一
、
採
光
支
那
の
工
場
K
於
け
る
採
光
の
不
備
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
〈
諾
ら
れ
て
ゐ
る
。
工
揚
の
内
部
は
、
査
問
で
も
な

ほ
諮
幅
い
と
言
ム
ゃ
う
左
揚
合
が
少
く
泣
い
。
そ
己
で
は
、
建
物
の
不
完
全
た
乙
と
に
よ
っ
て
、
先
づ
天
然
採
光
が
制
限
さ
れ
て
ゐ

る
。
天
然
採
光
が
不
充
分
た
場
合
忙
は
人
工
開
明
を
必
要
と
し
、
夜
間
は
ま
た
人
工
照
明
に
よ
る
外
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
と

陳謹3 前掲書， p・30.
例へば d.-Shanghai Municipal Council， Report of the Shanghai ChiJd La~ 
bour Cornrni出 ion，China 'Year Book， 1925. pp. 547-5.~2; An品目on，A. M.， 
H町panityand Labour in China， 1928iP' 151， 153， 164， etc.; Tawney， R. H.， 
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れ
ら
白
献
に
闘
す
る
必
要
な
考
慮
が
、
観
め
て
屡
々
、
ま
た
忘
却
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
前
記
白
バ
シ
ク
ロ
フ
ト
が
支
那
の
紡
績

N
Hヱ
揚
に
つ
い
て
弐
叩
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
む
は
、
か
i
A

る
採
光
設
備
の
一
不
備
を
示
す
一
事
例
を
た
す
も
の
で
あ
り
、
と

L
K
工
易
経

血
百
者
建
が
採
光
設
備
に
射
し
如
何
に
無
関
心
で
あ
る
か
白
↑
斑
が
窺
は
れ
る
。
日
〈
、

『
古
い
工
場
町
採
光
に
は
不
完
舟
な
と
こ
ろ
が
多
〈
、
訪
問
中
、
作
業
場
の
巾
央
で
棉
篠
な

E
を
検
査
す
否
た
め
に
、
管
理
者
巴
一
定
鞭
を
つ
け
て
貰
は

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
『
ん
な
勢
働
者
で
も
、
暗
い
と
こ
る
で
曲
串
的
に
働
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
よ
い
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
充
分
な
光
線
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
毒
白
こ
と
で
あ
ワ
た
巴
夜
間
、
白
い
工
場
で
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
照
明
は
晶
、
じ
品
な
ホ
の
で
あ
っ
た
』

己
む
や
う
左
欣
態
は
、
帥
備
し
、
勿
論
紡
績
工
揚
の
み
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
他
の
諸
工
場
に

b
つ
で
は
、
事
情
は
一

そ
う
劣
悪
で
さ
へ
あ
る
と
一
百
は
れ
て
ゐ
も
v

然
し
ま
た
と
の
黙
に
つ
い
て
も
、
支
那
の
工
揚
の
凡
て
が
仰
れ
も
か

L
る
劣
悪
た
欣
態

に
あ
る
の
で
も
な
い
U

童

書

中

央

工

護

憲

の

工

場

笠

耐

震

に

よ

れ

ば

、

議

長

光

欣

態

は

一

般

に

不

良

で

あ

る

と

言
ひ
う
る
が
、
ま
た
な
か
に
は

i
l報
告
白
慌
忙
定
分
明
か
で
左
い
結
も
あ
る
け
れ
ど
も

l

lそ
れ
が
そ
れ
ほ

E
悪
く
左
〈
或
ひ
は

良
好
で
あ
る
揚
合
の
存
在
す
る
と
と
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
ポ
た
ピ
金
工
揚
の
一
う
ち
、
と
の
や
う
に
採
光
欣
態
の
比
較
的
良
野
注
工
場
が

い
と
の
程
度
に
存
在
す
る
「
か
は
干
は
り
問
題
で
あ
り

l
右
の
調
資
結
果
か
ら
は
充
分
知
り
え
な
い
が

I
1恐
ら
く
事
〈
は
注
い
で
あ

h
h
行
J

O(
註
)
中
央
工
臓
検
査
島
田
成
立
は
民
閥
二
十
二
勾
八
円
で
あ
り
、
以
後
、
工
廠
法
及
び
工
雌
検
査
法
に
依
ワ
て
、
ほ
ピ
全
国
的
に
工
場
検
査
が
行

は
れ
て
燕
た
。
検
査
の
謝
象
は
、
工
場
詰
(
工
臨
法
)
砲
用
工
場
(
前
記
品
世
間
)
で
る
る
。
も
っ
と
も

l
lこ
h

に
利
用
し
え
た
報
告
か
ら
見
る
限

P
I
l
l

こ
れ
ら
の
工
場
も
宋
ド
長
部
網
羅
的
に
検
査
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
な
〈
、
言
た
検
査
も
断
片
的
で
概
略
的
な
も
回
で
あ
る
。
指
し
と
の

1
場
検
査
に
於

い
て
は
、
こ
L

に
言
ふ
工
場
の
諸
設
備
に
つ
い
て
も
各
地
白
歌
況
が
明
か
に
さ
れ
て
居
り
、
不
充
分
な
が
ら
、
参
考
に
費
し
う
Z
と
こ
ろ
は
少
〈
な
い
。

た
ど
こ
L

で
は
、
こ
れ
ら
の
献
に
一
々
立
入
る
ζ

と
は
困
難
で
あ
り
、
融
品
で
概
括
的
に
の
み
言
及
す
る
に
止
め
ざ
る
を
え
な
か
ワ
た
。
な
ほ
以
下
に

於
い
て
字
上
揚
検
査
』
と
言
ふ
は
、
右
目
工
場
検
査
を
指
し
、
費
料
と
し
て
は
、
『
民
囲
二
十
三
年
中
園
工
廠
検
査
年
報
』
が
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ち
な
み

支
部
工
業
に
於
け
る
勢
働
揚
跡
的
諮
帳
併

第
五
十
六
巻

プむ
ブL

樺

蝉

F、

Lancl and Labouτin-Ch.ina; 1932. pp. 149-----:-150 
3? 4t_:f:...:';~~ Ii! . .-I:&_-.~:， _I~dus~_i~. Orga白Izationin C:~ina! f!. 35 
5) 蓄貸業部中央工臓検査嵐，民閥ニ寸ーヲ1巾図工廠検査年報， 体 3芳，第4章
参阿。
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支
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
場
所
の
諸
俺
件

第
五
十
六
巻

体

競

O 
C 

ノ「、

p~ 

に
、
半
年
報
は
、
こ
の
年
度
分
以
後
真
に
棋
刊
主
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
誌
で
は
右
二
十
三
年
の
も
の
し
か
参
看
し
え
な
か
っ
た
。

不
良
友
採
光

H
M明
は
、
作
業
の
際
、
世
労
働
者
の
巾
恒
榊
粧
を
徒
ら
に
疲
弊
せ
し
め
、
作
業
白
出
資
勢
を
悪
く
し
、
従
っ
て
「
能
率
』

を
低
下
せ
し
め
る
と
言
山
。
然
し
己
れ
は
、
作
業
に
到
す
る
言
は
Y
比
統
的
直
接
的
な
影
響
で
あ
っ
て
、
不
良
た
照
明
は
‘
己
の
外

更
に
さ
ま
ん
¥
の
弊
容
を
随
伴
す
る
。
さ
れ
ば
照
明
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
多
く
の
研
究
が
試
み
ら
れ
て
居
り
、
そ
し
て
、
そ
の
改

A
時

av

警
に
よ
っ
て
『
作
業
能
率
』
を
高
め
え
た
事
例
も
数
多
〈
報
告
さ
れ
℃
ゐ
る
。
文
那
の
一
工
場
に
於
い
て
、
そ
の
不
良
友
胤
明
に
合
叫

的
改
善
を
加
へ
冶
た
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
、

E
の
程
度
に
が
持
働
生
産
性
の
向

k
k
役
止
つ
で
あ
ら
う
己
ー
と
は
、
既
に
想
像

K
雄

ぐ
た
い
と

E
ろ
で
あ
る
。

(
註
)
若
干
の
事
例
を
一
市
す
な
ら
ば
、
照
明

P
改
書
に
よ
り
、
次
回
抑
〈
『
作
業
龍
山
中
』
の
噌
加
し
た
と
冒
と
が
報
告
き
れ
で
ゐ
る
。
(
一
)
織
布
作
業

(
日
本
)
i
l
限
度
一
八
ル
ク
ス
よ
り
凹
O
ル
ク
ス
に
す
る
と
主
に
よ
り
龍
車
約
Z
O
%
指
加
、
以
下
同
様
に
、
合
一
)
砲
聞
検
査
(
ア
メ
リ
カ
)
l
1六
O

ル
ク
ス
よ
り
こ
問
。
ル
ク
ス
に
〆
る
こ
・
と
に
よ
り
二
了
五
同
噌
加
、
(
-
一
一
)
車
輔
製
遣
す
ラ
ン
ス

)
l
iニ
ル
ク
ス
よ
り
五
O
ル
ク
ス
に
す
る
と
主
に

よ
り
二
O
百
乃
E
P
一
一
在
が
噌
加
、
(
凶
)
ピ
ス
ト
ン
・
リ
ン
グ
製
作
(
ア
メ
リ
カ

)

l
一
一
一
ル
ク
ス
よ
り
一
回
O
ル
ク
ス
に
す
る
ζ

と
に
よ
り
一
一
一
六
・
六
%

η
 

増
加
、
等
々
。

既
に
人
々
の
知
る
や
う
に
、
気
候
的
諸
保
件
は
、
我
々
の
生
産
的
活
動
K
針
し
械
め
て
締
接
・
重

要
注
閥
係
を
有
っ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
4

湘
漁
民
の
過
皮
の
高
低
は
、
持
働
者
の
肉
般
的
・
精
神
的
欣
態
に
種
々
の
障
害
的
影
響
を
興

へ
、
作
業
主
阻
脅
す
る
。
特
定
白
工
業
(
例
へ
ば
紡
織
業
白
如
昔
)
に
あ
っ
て
は
、
特
托
気
候
の
及
ぼ
す
影
響
は
大
量
い
。
然
し
一
般

、
、
、
、
、
、
、

に
工
業
白
場
合
に
於
い
て
は
、
気
候
的
影
響
は
種
々
白
諸
設
備
に
よ
っ
て
調
節
し
う
る
た
め
、
そ
の
限
り
に
於
い
で
、
い
ま
我
々
、
白

問
題
と
す
る
揚
合
、
，
か
t
h

る
影
響
は
或
ひ
は
そ
れ
ほ
ど
重
観
す
る
必
要
た
い
と
も
一
肱
百
ひ
ろ
る
で
あ
ら
う
o

け
れ
主
も
、

E
れ
も

ま
た
必
要
な
設
備
が
装
置
さ
れ
亡
ゐ
る
限
り
に
於
い
て
い
h

あ
っ
て
、
然
ら
ざ
る
揚
合
に
於
い
て
は
、
気
候
的
影
響
も
勿
論
都
税
し
え

二
、
温
四
時
度
調
節
・
換
気

桐原葎見，新版主事務管理，昭和円年， p. 255~ 
桐原謀見，前掲書，. pp_ 255-:-2持参加。 ¥ 
例へt;f， I-iuntitlg"ton~ E.， Civili'l.ation _ and Cli~ate，間崎高里害事，気候と文明(岩
法文庫)，体4章一滞6章，桐間藤忠産業心開事，昭和'3年， pp. 285---298参照。
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【一読
V

な
い
。
殊
に
、
、
先
づ
温
度
に
つ
い
て
凡
て
も
、
支
那
の
如
き
そ
の
礎
化
が
可
左
り
大
な
る
と
〉
」
る
で
、
而
か
も
工
場
に
於
い
で
そ
れ

忙
到
す
る
充
分
な
る
調
節
設
備
を
快
〈
揚
合
に
は
、
工
揚
持
働
或
ひ
は
牛
産
の
全
般
的
過
程
忙
到
す
る
外
気
視
の
一
影
響
は
決
し
て
合

〈
友
い
。(註

)

例
へ
ば
、
日
本
由
主
要
工
業
地
域
L
支
那
の
主
喪
主
業
地
域
に
於
け
る
裡
度
且
び
踊
度
主
比
較
す
れ
ば
次
の
加
〈
で
あ
2
9
c

lJ¥: J-.背五 同大名東

古

口梅島常 同阻犀京

凶五世l五
一七 4 二 七一六一

司』

内Z・さ-Zz・'--ー主・土三=主-

一一一一 均 混
-"四L五 同回~ '7 生.一

最
度

ー一主回.主 口一四.車五点.」Z回. 包 七ヰ~~七己.三一八主三.三主-三円;..' 高
( 橋氏) 

(-)(-)ト)(-) (-) (-) (-)ト) 最

ZE・ 一回.式由. 主九. 人. 一占.白三.人円. 
低

'Ii 
融専

事~芋*'亨E司子Cコ 芋七八亨芋六 亨九 ;/!;J 度
最 ( /)  C@  官/ 

_1 Ij、
- -口 一 九七

(
冊
考
)
東
京
天
文
革
編
集
、
昭
和
十
四
勾
帯
、

世
し
、
日
本
都
市
年
鑑
、
昭
和
T
五
年
用
、

二
二

l
ム
一
凹
買
に
よ
る
。

な
陪
欧
米
町
工
業
地
帯
と
比
較
す
る
と
き

肢
に
日
本
の
場
合
に
於
い
て
そ
の
工
業
地
帯

回
無
旭
は
!
l
そ
れ
が
特
に
問
題
主
た
る
夏

期
に
ち
つ
て
は
1
1
l
前
者
(
特
に
欧
鱗
巴
)
に

於
け
る
よ

m
可
な
り
高
く
、
絞
っ
て
そ
の
障

害
的
影
響
も
ヨ
リ
大
で
あ
る
と
と
は
注
意
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
(
石
原
修
、
持
働
時
間
白

長
さ
と
気
候
、
耽
曾
政
策
時
報
、
昭
和
五
年

十
月
、
一

O
八
一
一

O
買
事
問
)
。

支
那
の

1
揚
に
あ
っ
て
は
、
地
度
調
節
設
備
た
る
暖
房
装
置
、
冷
房
装
置
の
う
ち
、
暖
尻
装
置
は
、
大
勝
1
|
特
に
大
工
場
の
揚

合
に
は
!
|
整
備
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
王
子
建
氏
等
の
支
那
人
叫
相
続
工
揚
の
調
交
に
土
れ
ば
、
制
貸
し
た
三
十
工

揚
の
う
ち
二
十
七
工
揚
ま
だ
は
減
水
暖
房
装
世
を
設
け
て
ゐ
弘
。
紡
世
間
工
揚
の
欣
態
は
特
に
良
好
の
方
で
あ
ち
ろ
が
、
一
般
に
諸
設

備
の
う
ち
、
と
の
暖
房
装
置
は
恐
ら
〈
比
較
的
最
も
整
備
さ
れ
て
ゐ
る
も
の

K
属
す
る
で
あ
ら
う
。
た
む
と
の
揚
合
、
暖
房
数
世
と

支
那
工
業
に
掛
け
る
接
働
場
所
の
諾
時
件

第
五
寸
レ
ハ
巻

O 

告事

擁

j¥、
三五

王子建・王鎖'1・，前掲書J p-81 
中央工廠検査車，前掲書，停3茸， pp. 3r........，.40. 
今閣組問委目曾刊，前掲邦謹書， p. 48 
Üolsen~ 1. H;， The -Awaking. of China， 1926， p・9

'
_

9) 
10) 
n) 
12) 
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M
輝
国
側
ム
前
向
同

支
那
の
多
〈
の
仁
場
に
あ
っ

τ
は
、
耐
火
、
の
時
で
さ
へ
暖
房
が
行
は
れ
て
ゐ
怒
い
己
左
は
注
怠
き
抗
紅
げ

一
時
四

れ
ね
ば
た
ち
た
い
と
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
d

他
方
各
期
の
温
度
は
、
前
掲
の
去
が
一
不
す
や
う
に
、
支
那
の
七
要
工
業
都
市
K
於
い
て
、
出

i
ψ

町
一
嵩
吋

b
h
朝

四

国
陣

F

E
ほ
一
一
日

r
h
u
'
u
 

昨

A
Z
o
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v
u
h
照
mv

聞
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E
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口
書
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d

h
掲
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品
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m

口
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'
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市
札
口

B

‘，鎖月
E

C
王
5

J

u
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年
ザ

h

量
4
弘
司

ゴ
E

2

N

t
子
園
G

目
玉
民

d

主
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
場
所
申
請
艇
件

館
五
「
六
巻

O 

悼

肱
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、-、
F

J
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言
ふ
も
、
温
水
暖
房
接
置
を
設
け
て
ゐ
る
も
の
は
少
く
、
採
暖
方
法
も
l

l
天
体
、
青
島
の
例
に
土
れ
ば

1
i石
炭
ス
ト
ー
ブ
や
単

に
繍
に
上
っ
て
ゐ
る
と
と
ろ
が
多
い
円
。
然
し
な
が
ら
ま
た
、
か
う
し
た
設
備
を
金
ノ
い
快
〈
揚
合
さ
へ
少
く
た
い
や
う
で
あ
り
、

脚
調
脊
一
報
告
は
、
支
那
の
護
諜
工
場
忙
閲
し
て
『
多
期
は
暖
房
装
置
が
芯
く
て
、
従
業
員
は
自
己
の
鶴
樋
に
依
る
以
外
に
は
、
探
暖

の
方
法
が
た
い
。
モ
れ
故
大
多
数
の
工
場
に
於
い
て
は
、
男
女
従
業
員
及
び
少
年
工
は
、
普
渇
作
業
巾
ゐ
し
あ
っ
て
ゐ
る
欣
況
は
名

欣
出
来
た

h
』
と
、
そ
の
劣
悪
な
吠
態
を
怖
い
て
ゐ
る
。
そ
し
て
己
れ
は
、
暖
房
設
備
不
完
備
の
一
事
例
た
る
に
過
ぎ
在
い
で
あ
ら

ぅ
。
現
忙
別
の
記
訪
に
土
れ
ば

時
に
は
最
低
隅
剛
氏
零
下
十
数
度
以
下
一
一
十
度
近
〈
に
士
で
低
下
す
る
。
勿
愉
冬
期
の
最
も
寒
い
一
、

一
一
月
に
於
い
て
も
、
平
均
温
度

は
己
れ
よ
り
遥
か
に
高
い
。
(
例
へ
ば
上
栂
で
は
、
一
へ
七
一
千
l
A
丸
三
一
年
の
平
均
l

l
以
下
畑
れ
も
橋
氏
l
l
t
で
一
月
一
一
一
・
一
一
一
度
、
二
月
四
・
O
度、

青
島
で
は
一
八
九
八
年
一
九
三
一
一
句
の
平
均
守
一
月
零
下
了
=
度
、
一
一
H
零
下
0
・
一
度
で
あ
る
)
巴
然
し
何
れ
に
し
て
も
、
交
那

l
l主
と

し
て
北
・
中
文
ー
ー
の
工
揚
に
於
い
て
、
各
期
暖
房
装
置
を
全
く
快
く
場
合
、
そ
と
に
於
け
る
作
業
は
、
事
か
れ
・
ゆ
た
か
れ
腕
害
さ

れ
ざ
る
を
え
友
い
は
歩
で
あ
る
。

冷
房
装
置
は
、
大
工
場
に
於
い
て
さ
へ
組
め
亡
不
完
全
、
で
あ
る
。
支
那
人
紡
就
に
閥
す
る
前
記
王
子
建
氏
山
市
干
の
調
究
は
、
彼
等
白

知
り
得
た
限
h

り
、
冷
房
装
置
を
具
へ
て
ゐ
る
も
の
は
僅
か
二
ム
揚
に
過
ぎ
子
、
扇
風
機
辛
へ
極
め
て
少
数
の
工
場
忙
し
か
探
知
さ
れ

て
ゐ
な
い
、
左
越
べ
て
ゐ
句
向
。
以
っ
て
そ
の

1
2茎
芭
が
知
ら
れ
る
。
中
小
玉
揚
の
欣
態
は
ヨ
リ
劣
悪
で
あ
る
に
相
違
ひ
在
、
v

而

か
も
夏
期
の
高
温
は
殆
ん
ど
金
岡
的
に
亙
っ
て
甚
し
く
d
!
l
l
そ
白
上
中
南
去
に
於
い
て
は
伺
時
忙
商
品
酬
の
恨
態
忙
あ
る
む
で
あ
り

|
モ
白
た
め
、
特
に
暑
熱
の
き
び
し
い
と

2
で
建
物
や
設
備
の
ま
重
注
場
合
位
、
高
一
時
操
業
を
停
止
せ
ざ
る
を
え
な a古

13) 
14) 

15) 



王見 i胤まP
に揺さ然
専氏れる
門九てに
家五ゐ支
の皮る那
調、J!lt ":J 
査漁態工
根底で揚
告八あに
に O る於
於弱。い
い以問て

て上題は
『には
か騰特滋
弘るに度
る E 夏に
気と矧封
候はにし
欣珍あ特
態らるに
はしが考
、〈、慮

e .. r..伊lが
うい'"へ排
み。r.rは
亡そ上る
もし海べ
持ての曹
{動そ紡紡
者の結織
の弊 Lι
健働場}揚

康力1" '" 
忙にはー於
有事1 、い
害す七で
でる、さ

あ障八へ
り客月
』的中そ

従影工の
つ響揚調
てに内筒
まつには
たい於殆
『ていん

作はてど
葉、気閑

.6) 王子建.3:鎖中，前掲書，p.81 j 宇高寧，支部勢働問題，大JËl~ド， p.275尋問。
zγ) 中央工廠検査車，前掲書，体3章， p. 28， pp・31-40
18)19) Lee， W. Y. and Dju， Y. B. lndustrial Ilealth in Shanghai， P. 7， p. 27 
2αPearse， 'A. 5.， CottOll Indl1stry of Japan anrl China， 1929， p. 163・

の
は
日
常
の
こ
と
で
あ
ゐ
。
そ
れ
に
も
拘
ち
ゃ
J

操
業
主
凶
行
的
に
継
続
す
れ
ば
事
態
は
悪
化
し
、
場
所
に
よ
う
て
は
、
暑
さ
の
た
め

気
絶
す
る
者
さ
へ
生
ー
す
る
。
か
ミ
る
欣
態
白
下
で
は
、
持
働
生
産
性
の
向
上
に
資
し
う
る
や
う
友
作
業
の
途
行
を
期
待
す
る
が
如
き

己
と
も
、
と
れ
ま
た
凡
そ
不
可
能
で
あ
る
。

(
詰
)

工
場
の
湿
度
が
削
何
に
無
関
心
の
玄
与
に
放
置
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
、
工
場
に
一
つ
の
寒
暖
計
吉
「
な
い
場
合
の
少
〈
な
い
己
ー
と
な
E
も
、
と

れ
を
示
し
て
ゐ
る
。
『
工
場
検
査
』
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
例
へ
ば
、
一
六
搾
で
怯
九
五
工
場
の
う
ち
五
同
工
場
は
世
掠
窓
暖
計
を
具
へ
子
、
ま
た
北
京
で
も
、

検
査
せ
る
一
一
一
卜
正
場
に
は
晴
ん
E
寒
暖
計
が
な
か
っ
h
e

温
度
と
共
に
軍
要
な
気
候
的
保
件
た
る
撤
舟
に
闘
し
℃
も
、
既
に
温
度
調
節
設
備
が
右
の
如
曹
不
完
全
な
朕
態
に
あ
る
と
冒
と
か
ら

見
れ
ば
、
モ
の
調
節
設
備
が
…
そ
う
等
関
に
附
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
は
想
像
に
維
〈
在
〈
、
現
に
ま
た
さ
う
で
あ
る
。
漁
皮
は
元
来
温

度
と
桁
接
た
閥
係
の
下
に
作
用
す
る
も
白
で
あ
り
、
例
へ
ば
、
比
較
的
高
温
の
揚
合
で
も
漁
皮
が
諸
活
友
ら
ぽ
、
作
業
環
境
は
そ
れ

ほ
ど
悪
く
た
く
、
己
れ
に
射
し
、
過
度
の
高
温
と
同
時
に
高
憾
の
揚
住
に
は
、
作
業
環
境
は
著
し
〈
悪
化
し
陣
守
的
影
響
も
大
で
あ

る
。
従
つ
で
、
作
業
白
特
殊
性
か
ら
一
定
白
高
温
・
高
協
を
必
要
と
す
る
工
場
(
例
へ
ば
枯
轍
工
場
由
如
き
)
比
於
い
て
、
そ
れ
ら
が
過

出
血
の
主
主
民
放
置
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
、
そ
亡
に
布
害
程
影
響
の
興
へ
ら
れ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
夏
比
一
般
の
工
場
に
於
い
て

-
も
、
品
開
度
の
如
何
が
作
業
上
に
影
響
す
る
と
と
る
は
決
し
て
少
く
な
い
。

支
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
場
所
目
賭
暢
件

韓
日
刊

h

L

鼎

第

披

l¥、
七

。



停
五
十
六
巻
い
い
こ
O
凶

能
率
を
低
下
せ
し
め
る
と
共
に
、
彼
等
冊
目
働
者
白
問
に
種
々
の
病
気
を
頻
渡
せ
し
め
石
川
』
と
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
更
に
そ
己
で
は
、

紡
織
工
程
白
山
間
も
阻
害
さ
れ
、
印
ち
、
先
年
(
一
九
二
九
年
)
ベ
ア
1
ス
が
上
海
の
紡
績
で
揚
証
明
察
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
織
布
肘

支
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
場
所
由
諸
保
件

告事

就

F、
"、

原
材
肺
は
初
め
て
合
水
分
多
く
、
多
数
の
織
布
工
揚
の
漁
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
定
漁
皮
ι

よ
り
透
か
に
い
高
橋
の
扶
態
に
あ
る
と
共
に
、

ま
た
紡
績
作
業
に
於
い
て
も
、
多
〈
の
工
揚
J

粧
替
者
た
ち
は
、
高
臣
・
品
澗
の
夏
期
忙
は
棉
が
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
附
婚
す
る

(

〉

t
寸

た
め
紡
綿
が
非
常
に
閤
嫌
で
あ
る
と
、
訴
へ
て
ゐ
た
と
一
吉
ム
。
州
民
綿
工
場
の
扱
態
は
一
居
劣
悪
で
あ
る
。
と
れ
も
上
海
の
製
紙
工
場

の
例
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
1
1官
っ
て
マ
ロ
ン
が
報
告
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
に
よ
る
と

i
l繭
を
煮
る
劫
気
が
室
内
に
た
ち
と
め
て

空
気
は
窒
息
し
さ
う
な
欣
態
で
あ
る
の
に
換
気
設
備
の
如
曹
は
全
然
な
〈
、
従
つ
で
十
円
工
た
ち
は
み
ん
た
行
で
ピ
ツ
シ
4
4

リ
に
た
っ

て
ゐ
た
と
一
目
は
れ
て
ゐ
る
。
環
境
の
不
良
さ
は
推
し
て
知
る
べ
く
、
別
の
一
官
腕
訓
杢
報
告
は
、
と
れ
ら
の
製
赫
工
揚
で
ぽ
暑
さ
の

折

K
工
た
ち
が
気
総
じ
て
し
ま
ム
己
と
も
珍
ら
し
く
な
い
と
の
と
と
で
あ
る
、
と
さ
へ
述
べ
て
ゐ
る
む
で
あ

h
。

更
に
文
郊
白
揚
合
、
一
般
白
工
揚
に
於
い
て
も
と
の
操
度
の
影
響
が
問
題
に
た
る
の
は
、
右
の
如
く
特
に
中
両
文
の
夏
期
に
於
い

て
ど
あ
る
。
北
文
ず
は
大
惜
空
気
が
比
較
的
乾
燥
し
て
ゐ
る
に
勤
し
、
中
市
支
で
は
ー
と
の
去
に
も
書
に
よ
っ
て
勿
論
号

/

品

羽

が
ー

i
慨
し
て
漁
度
が
高
く
、
而
か
も
そ
れ
は
、
夏
期
高
温
と
同
時
に
上
昇
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
忙
一
般
に
工
相
切
に
於
い
て
、

己
れ
に
劃
す
る
調
節
方
訟
の
如
き
殆
ん
ど
閑
却
し
て
ゐ
る
と
す
れ
町
、

ιの
影
響
位
、
皐
純
に
と
れ
を
見
逃
し
え
左
い
で
あ
ら
註

(註
)

9

ヒ
ト
ホ
ー
ア
エ
ン
は
、
支
那
人
が
新
た
な
風
土
的
荷
保
件
に
謝
し
無
比
由
週
臨
龍
力
を
有
う
て
ゐ
る
乙
と
を
指
摘
し
、
『
凡
ゆ
る
人
種
山

討

う
ち
で
、
文
加
入
は
、
柚
度
白
蹴
器
、
蹴
暑
、
如
何
な
る
筑
候
白
下
に
於
い
て
も
、
体
大
屯
持
縦
的
な
仕
事
を
な
し
う
る
唯
一
白
人
種
で
あ
る
』
と
述
べ

て
ゐ
る
が
、
部
L
こ
白
中
ろ
な
許
舗
は
、
既
に
ウ
イ
ッ
ト
ヌ
オ
i
F
ル
に
よ
づ
て
む
批
創
刊
さ
れ
て
ゐ
る
弔
う
向
、
品
ま
り
に
も
誇
張
主
れ
た
も
白
で
あ

る
。
玄
酬
の
勢
働
者
と
雄
も
、
却
論
、
自
然
的
環
山
却
に
封
L
決
し
て
無
感
血
置
な
人
聞
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

、、

21) Malone， C. E， ibid. 'p. 6 
22) Shangbai Municipal Council， ibid， p. 549;但1.-， J海に於ける製輔工場(特
に韓輔室)の作業環境は，櫛して良好の中ろにさ今梓へてゐるものもある。
盟締業同業組合中央曾，前掲書， pp. 240-241. 



、
換
気

作
業
環
境
た
る
工
揚
内
の
空
気
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
如
昔
楓
漁
皮
調
節
の
外
、
更
に
、
作
業
中
生
や
る
種
々
の
一

一
般
に
換
気
を

題
化
現
象
ー
ー
例
へ
は
、
酸
素
の
減
少
、
宝
主
斯
の
護
生
、
粉
鹿
山
増
加
等
々
1
1ー
を
除
去
・
改
善
す
る
た
め
、

必
要
と
す
る
o

然
し
こ
の
賭
に
つ
叱
で
も
、
支
那
の
工
場
に
於
い
て
は
、
多
〈
は
必
要
た
考
慮
が
充
分
一
抑
は
れ
て
ゐ
た
い
と
言
っ
て

よ
い
。
も
っ
と
も
前
記
『
工
揚
検
管
』
h
k
闘
す
る
報
告
は
、
工
場
内
の
然
気
が
大
し
て
悪
〈
た
〈
或
ひ
は
良
好
で
あ
る
揚
合
の
有
在

す
る
乙
と
を
諸
慮
に
吊
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
の
具
躍
的
た
献
態
は
充
分
捌
か
に
さ
れ
て
居
ち
ゃ
、
他
方
己
の
一
報
告
に
於
い
て
も
、

"").<0 

む
し
ろ
強
気
の
不
充
分
友
己
と
が
佐
々
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
と
共
に
、
同
松
友
事
賞
白
少
〈
た
い
己
と
は
、
更
に
そ
と
に
典
へ
ら
れ
た

資
料
か
ら
も
窺
知
さ
れ
る
。

今
、
二
の
事
例
を
示
せ
ば
、
青
島
の
工
揚
で
は
大
部
分
単
に
門
、
入
口
の
自
然
泊
風
を
利
用
す
る
程
皮

で
、
人
工
換
気
を
行
ふ
も
の
は
寸
徐
工
担
額
に
過
ぎ
A

T

(

そ
れ
も
芋
と
し
て
夏
期
)
、
排
堕
設
備
に
至
つ
て
は
各
工
揚
と
も
凡
て
己
れ
を
紋

い
て
居
り
、
ま
た
南
京
に
於
い
て
も
、
一
工
揚
を
除
雪
、
特
殊
の
換
気
設
備
を
右
す
る
も
の
は
金
〈
存
在
し
た
い
、
と
報
告
さ
れ
て

ゐ
る
。
一
般
に
支
那
の
工
揚
で
は
、
換
気
と
言
ふ
も
、
ら
の
青
島
の
事
例
が
示
す
や
う
に
、
多
く
は
皐
に
窓
!
|
|
そ
れ
も
恐
ら
く
不

充
分
注
ー
に
よ
る
同
然
換
気
を
行
ム
程
度
に
過
菅
宇
、
人
工
的
観
気
設
備
に
五
つ
て
は
制
め
て
依
か
に
し
か
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
取
い

や
う
E
あ
る
。
然
る
に
、

Y

土
地
白
然
換
気
は
、
一
太
候
に
よ
る
制
限
を
受
け
、
印
ち
冬
期
或
ひ
は
風
雨
の
如
き
揚
合
に
は
、
そ
の
利
用

に
射
し
多
大
の
制
限
が
加
へ
ら
れ
る
ロ
而
か
も
そ
己
に
人
工
的
換
気
設
備
を
紋
川
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
治
の
や
う
左
揚
合
、
山
明
内
室

気
の
思
化
は
首
然
挫
け
え
な
い
。
支
那
の
工
揚
に
於
け
る
換
気
D
不
備
に
つ
い
て
は
、
更
に
種
々
白
事
賓
が
己
れ
を
示
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
、
紡
績
ユ
揚
白
如
昔
大
工
場
に
於
い
て
も
む
し
ろ
不
完
全
在
も
白
が
多
仏
、
ま
た
一
般
に
通
風
・
換
気
の
不
良
な
と
と
は
既

比
一
極
々
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
ど
と
ろ
で
あ
る
。
そ
己
で
は
、
多
〈
の
崎
町
働
者
た
ち
は
、
調
濁
し
た
空
気
の
泣
か
で
而
か
も
長
時
間
拙
目
的

を
績
け
て
ゐ
る
白
が
現
賓
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
以
上
の
や
う
友
作
業
環
境
白
下
に
於
い
て
は
、
持
働
者
の
健
康
は
さ
ま

λ
¥
の
過

八
九

支
那
工
業
に
於
け
る
捗
働
場
所
の
諸
慌
件

体
五
十
六
巻

O 
r乙

事

抗• 
. 

S8 
23) cf. Chu， C.， ihid.-p. 4Y， pp. 59-6[ 
24) 25) Vgl. Wittfogel， K. K.， Wlftschoft und Gesellschaft Chinas， 1931 
[47-149.， /1'野義太郎監詩，支那白担持&社合， _1，管， pp. 186-188 
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4階

( 

主
那
1
業
に
於
は
る
捗
融
場
所
の
甜
惜
件

治

程
を
通
じ
て
破
壊
さ
れ
、
や
が
f
h
か
、
る
持
働
力
心
消
脱
が
作
業
K
陀
も
種
々
の
障
害
的
影
響
を
輿
へ
る
と
と
は
、
と
れ
ま
た
多

ι

博
正
十
六
番

傍

拙

JL 
O 

O 
Fミ

を
述
べ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。

岡
、
危
険
防
止
設
備

-
般
に
危
険
防
止
設
備
の
秘
め
ナ
一
不
完
全
た
と
と
も
注
意
さ
れ
ね

更
に
、
支
那
り
工
場
に
於
い
て
は
、

ば
な
ら
な
い
。
と
れ
は
、
直
接
的
に
は
調
ゆ
る
工
場
災
害
に
針
し
、
ひ
い
て
ま
た
一
般
に
作
業
上

ι針
し
て
、
重
要
一
夜
関
係
を
有
つ
も
白

で
あ
る
。
然
る

ι支
那
の
工
揚
に
於
い
て
は
、
か
h
A

る
防
止
設
備
に
つ
い
て
も
、
一
般
に
極
め
ナ
一
等
閑
に
附
さ
れ
て
居
り
、
従
っ
て
そ

と
に
は
首
然
ま
た
工
場
災
害
頻
殺
の
危
険
性
も
多
く
、
現
に
と
の
種
の
災
害
の
多
い
と
と
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ

ho
工
場
災
害
は
、
勿

拍
車
に
そ
の
防
止
設
備
白
不
備
に
よ
る
ば
か
り
で
在
く
、
こ
の
外
、
作
業
の
件
質
、
生
産
(
槽
械
・
棒
具
白
蓮
輔
)
の
建
度
、
更
に
人
的

保
件
(
捗
働
者
の
熟
練
程
度
、
捜
捗
等
)
の
如
何
等
に
も
よ
る
も
白
で
あ
る
が
、
支
那
の
揚
合
に
は
、

そ
の
他
の
請
時
件
も
割
前
噛
胡
さ
れ
な
わ
)
、
そ
己
に
於
け
る
工
場
災
害
も
、
か
i

‘
る
設
備
の
閑
却
・
放
棄
に
よ
る
と
と
ろ
が
多
い
と
言
ふ

"
 

こ
と
は
、
師
叫
に
人
々
の
論
及
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の

か
h

る
防
止
設
備
に
針
す
る
閑
却
・
放
棄
の
具
般
的
事
貨
に
つ
い
て
は
、
E

L
で
も
断
片
的
忙
し
か
明
か
に
し
え
な
い
が
、
然
し

般
に
防
止
設
備
が
不
備
で
(
仰
し

次
の
如
き
諸
事
費
は
、
己
の
聞
の
事
情
を
充
分
説
明
す
る
に
足
り
る
で
あ
ら
う
。
邸
ち
『
工
場
検
森
』
の
結
果
に
つ
い
て
見
て
も
、

↑
般
に
危
除
防
止
設
備
は
極
め
て
不
完
全
の
ま
L

に
九
百
か
れ
て
居
り
、
例
主
山
東
省
の
工
場
忙
と
れ
ば
、
機
械
に
は
大
部
分
危
険
防

止
設
備
な
く
、
よ
し
そ
れ
が
あ
る
揚
合
で
も
非
常
に
簡
単
に
し
て
、
秘
め
て
危
険
の
稜
生
し
易
い
揚
所
に
針
し
さ
へ
在
降
注
意
が
沸

は
れ
て
ゐ
な
い
と
言
ふ
山
ま
た
方
糠
廷
氏
に
よ
れ
ば
、
河
北
省
の
近
代
工
場
(
例
へ
ば
、
紡
織
工
場
、
製
粉
工
場
、
曹
達
工
場
、
製
閥
工
業
、

等
々
)
に
於
い
て
も
・
機
械
江
劃
す
る
危
険
防
止
設
備
は
一
般
に
施
さ
れ
て
ゐ
在
い
主
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
d

E
れ
ら
の
事
貨
も
ま
た
、

己
の
固
に
於
け
る
こ
の
種
の
事
寅
白
、
平
に
一
班
を
一
不
す
も
の
で
、
同
様
白
事
買
は
、
地
域
を
か
へ
で
も
一
般
に
そ
の
ま
と
安
営
f

中央工廠検査盛，前掲書，停3章，告書4章。
王子建・王鎖中，前掲書， p. 81 
例へば，石原帳j新稿磐圃荷ι 大IEIS !i f~ ， p. 84以下多服。
例へば， -:Fong， H. D.， lnd田 trialOrg叩iJ:ationin China， pp. 35~36; Lam-

26) 
27) 
、28)
29) 



る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
支
那
の
近
代
工
場
を
代
表
す
る
紡
総
工
場
忙
於
い
て
も
、
か
勺
じ
た
事
寅
時
何
ち
例
外
を
た
し
て
ゐ

た
い
。
現
に
官
腐
白
監
替
が
比
較
的
行
局
い
て
は
や
J

の
上
海
の
紡
績
工
場
に
つ
い
て
見
て
も
、
ベ
7
1
ス
の
報
告
す
る
と
己
ろ
で
は
、

機
械
に
針
す
る
危
険
防
止
設
備
は
最
も
原
始
的
た
も
の
に
過
ぎ
者
ヤ
更
に
奥
地
の
紡
績
工
揚
に
至
る
と
事
情
は
一
そ
ろ
劣
惑
に
し
て
、

:"町曾
u っ
て

武
漢
σコ
紡
績
二工
揚
の

ht比

警
は

そ
己
に
は
、

か
h

る
危
険
防
止
設
備
は
会
〈
存
在
し
て
ゐ
友
か
っ
た
、

と
漣
ペ
て
ゐ

車
に
乙
れ
ら
白
事
寅
か
ら
見
て
も
、
支
郊
の
工
揚
に
於
け
る
危
険
防
止
設
備
が
一
般
に
如
何
に
等
閑
に
附
さ
れ
放
置
さ
れ
て
ゐ
る

事
賓
も
、

己
、
に
ま
た
、
己
の
同
開
白
、
一
日
は
ピ
原
生
的
な
券
働
力
浪
費
的
絞
替
の
様
相
が
窺
は
れ
る
。
た
N
h

と
の
や
う
な

般
に
後
泣
問
団

ι見
ら
れ
る
と
己
る
で
、
そ
の
限
り
敢
へ
て
品
川
し
む
に
足
り
在
い
と
は
言
へ
、
~
然
し
そ
れ
が
、
持
働
力
或

か
を
知
り
う
べ
く
、

ひ
は
勢
働
過
相
慌
に
障
害
的
日
川
を
た
し
、
や
が
て
多
か
れ
少
友
か
れ
持
働
生
産
性
の
低
下
に
影
響
す
る
と
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら

た
い
。

四

支
加
の
近
代
工
場
、
特
に
民
鉄
資
本
工
場
に
於
け
る
持
働
場
所
の
諸
傑
件
が
、
加
何
陀
不
備
・
劣
悪
左
も
の
で
あ
る
か
は
、
以
上

白
如
き
諸
事
賢
か
ら
ほ
w
h

知
る
こ
と
が
で
き
る
G

細
部
に
疋
れ
ば
な
ほ
種
々
の
問
題
が
存
在
す
る
が
、
己
ミ
で
は
概
要
を
知
る
を
以

っ
て
足
り
る
で
あ
ら
う
。
民
族
資
本
工
揚
に
於
い
て
も
、
勿
論
凡
て
の
工
場
が
と
i
h

に
示
し
た
や
ろ
た
劣
悪
友
欣
態
に
あ
る
の
で
は

な
〈
、
一
在
か
に
は
必
要
注
保
件
を
具
備
し
て
ゐ
る
も
の
も
存
在
す
る
己
の
と
と
は
、
阪
忙
指
摘
し
た
と
と
や
ろ
で
あ
る
。
ま
た
モ
己

ι

は
、
徐
々
た
が
ら
改
善
・
進
歩
の
跡
が
見
ら
れ
る
と
と
も
否
定
さ
れ
た
い
。
殊
に
中
央
I
廠
検
究
底

ρ
活
動
は
、
乙
の
賄
に

|
l詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
|
l
l
恐
ら
く
、
新
た
に
挺
何
か
の
寄
輿
を
友
し
て
来
た
~
で
あ
ら
う
。

支
那
玉
業
に
悦
け
る
捗
働
場
所
由
龍
樺
件

帯
五
十
六
巻

告書

祝

O 
七

ブL

日on，H. D 貝 SocinlPllthQlogy in Chinu， 1935， pp.口 5-1I6.
Fong， H. D. ibid. pp. 35-36;上海特別市祉官局，上海之工業，民岡19年，
pp. 126-130;陣振鷺"勢働問題大綱，民岡25年， pp. 344-34日申報年揖，
民間25年版， pp.，.643-644・ 31) 中央ヨー廠検査慮，前掲書，僚3章，第4章。
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， 

支
那
工
業
に
於
け
る
勢
働
場
所
由
簡
保
件

第
五
十
六
巻

二

O
八

丸

二

然
し
た
が
ら
一
般
的
に
一
一
川
っ
て
、
と
り
闘
の
工
業
の
後
れ
た
殻
建
段
階
に
問
…
膝
ず
る
や
う
に
、
そ
己
に
於
叫
り
あ
持
働
場
所
白
物
的

第

擁

諸
依
件
或
ひ
は
作
業
環
境
が
、
い
ま
在
ほ
著
し
〈
劣
悪
で
あ
る
己
と
は
、
如
上
の
事
賓
が
一
示
す
如
〈
、
争
は
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
℃
か

ι
J
O
劣
悪
な
諸
傑
件
が
、
持
働
力
に
消
腕
的
・
破
壊
的
影
響

γ
興
で
そ
の
毅
果
的
友
作
川
弘
働
を
阻
害
す
る
(
或
ひ
は

機
織
白
憾
の
有
殺
な
作
刷
を
妨
げ
る
)
と
「
は
、
ま
た
既
に
見
易
き
事
責
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
こ
に
賢
ら
さ
れ
る
も
の
と
そ
|
|

謂
ゆ
る
枇
曾
的
諸
問
題
を
暫
く
情
げ
ば

l
i持
働
ま
佳
作
の
品
然
的
低
下
に
外
在
ち
な
い
。

己
心
揚
合
、
特
に
労
働
力
の
消
謄
・
破
壊
に
問
題
の
存
在
す
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
資
本
の
節
約
に
到
し
、
曲
目
倒
力
浪
費
の

限
り
な
く
行
は
れ
る
己
の
凶
の
特
質
が
、

己
L

に
も
あ
ら
は
に
現
は
れ
て
ゐ
る
と
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
亡
人
々

が
、
支
那
工
業
持
働
心
低
生
産
性
を
問
題
と
し
、
ま
た
支
那
工
業
曲
目
働
者
の
「
能
率
』
の
低
さ
を
語
る
と
き
、
そ
れ
を
規
定
す
る
諸

〆

要
関
心
一
っ
と
し
て
、
彼
等
弊
働
者
は
、
か
も
為
る
快
態
の
下
忙
働
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
も
、
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

士
二
ハ
O

一7
一O
)

旬.

中央記廠検査蕗，前掲書，静4章， p. 27. p. 1匂
Fong. H. D.， Industrial!ation and Labour in Hopei， The Chinese Social and 
Politiclll Science Review， 31. Apr: 193"1， ，p. 16. I 
Pearse， A. S.~. ibid. p. J63. 35) Malone， c. J:!~.， ibid. p. 6 
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